
社会福祉協議会は、市民の参加と協力によって運営され、地域福祉の推進を図る民間の組織です。 
 
  

社会福祉法人 

三島市社会福祉協議会 
 

〒411-0841 

三島市南本町 20-30 

電話:055-972-3221 

F A X:055-972-3466 
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将
棋
で
育
む
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

 

新
春
将
棋
教
室
・
大
会  

平
成
30
年
10
月
16
日
よ
り
三
島
市
に
お
い
て
も
市
民
後
見
人

養
成
研
修
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
研
修
は
、
社
会
貢
献
に
意
欲
と
熱

意
の
あ
る
市
民
の
方
を
、
後
見
業
務
の
新
た
な
担
い
手
と
し
て
活

躍
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
先

立
ち
、
市
民
後
見
人
啓
発
講
演
会
、
市
民
後
見
人
養
成
研
修
事
前
説

明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
市
民
後
見
人
と
聞
い
て
ど
の

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。 

啓
発
講
演
会
、
事
前
説
明
会
で
は
、
市
民
後
見
人
と
し
て
の
活
動

内
容
や
、
認
知
症
の
方
は
一
人
一
人
状
況
が
違
う
の
で
対
応
能
力

が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
、
い
わ
ゆ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
や
る
の

か
、
信
頼
関
係
は
ど
の
よ
う
に
築
い
て
い
く
の
か
、
勉
強
し
て
人
生

観
を
広
げ
た
い
等
と
い
っ
た
様
々
な
ご
意
見
が
出
さ
れ
市
民
後
見

人
へ
の
関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。 

社
協
で
は
、
認
知
症
等
で
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
方
の
生
活

と
権
利
を
法
人
後
見
と
し
て
支
援
し
て
い
ま
す
。
支
援
し
て
い
る

方
の
中
に
は
、
市
民
目
線
で
成
年
後
見
活
動
を
行
っ
て
い
く
「
市
民

「
そ
の
人
ら
し
さ
」
を
支
え
る
た
め
に 

  

地
域
の
身
近
な
サ
ポ
ー
ト
役

「
市
民
後
見
人
」 

後
見
人
」
を
必
要
と
し
て
い
る
方
も
い
ま
す
。
受
講
生
の
方
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
研
修
を
通
し
て
市
民
後
見
人
に
対
す
る

知
見
を
更
に
深
め
て
い
た
だ
き
、
一
緒
に
活
動
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
誰
も
が
住
み
な
れ
た
場
所
で
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
け
る
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
共
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。 

市
民
後
見
人
と
は 

必
要
な
契
約
や
法
律
行
為
を
、
認
知
症

や
知
的
障
が
い
な
ど
で
判
断
す
る
こ
と
が
苦
手
な
本
人
に
代
わ

っ
て
行
う
等
、
本
人
の
生
活
と
権
利
を
守
る
活
動
を
し
ま
す
。 
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権
利
擁
護
に
関
す
る 

相
談
窓
口
の
ご
案
内 

相

談

窓

口

の

詳

細 

名称 日時 備考 

司法書士 

権利擁護相談 

毎月第 3水曜日 

13：30～16：30 
要予約 

弁護士 

権利擁護相談 

毎月第 1水曜日 

13：00～16：00 
要予約 

社会福祉士 

権利擁護相談 

月～金曜日 

9：00～17：00 
随時対応 

 

認
知
症
高
齢
者
の
増
加
や
、
家
族
や
親
族
の
高
齢
化
、
核
家
族
化
な
ど
、
社

会
構
造
の
変
化
に
伴
い
成
年
後
見
制
度
の
利
用
件
数
は
年
々
増
加
し
、
今
後
も

需
要
は
拡
大
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
三
島
市
社

協
で
は
、
各
関
係
機
関
の
協
力
を
得
て
、
成
年
後
見
制
度
を
は
じ
め
権
利
擁
護

等
の
相
談
に
応
じ
る
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
、
法
律
職
（
弁
護
士
・

司
法
書
士
）
と
福
祉
職
（
社
会
福
祉
士
）
が
対
応
し
ま
す
。
相
談
を
ご
希
望
の

方
は
、
本
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
※
相
談
無
料
、
原
則
１
件
の
相
談

に
つ
き
30
分
ま
で
。
ケ
ア
マ
ネ
等
の
支
援
者
の
相
談
も
可
。 

成
年
後
見
制
度
と
は
… 

認
知
症
や
知
的
障
が
い
な
ど

の
理
由
で
判
断
す
る
こ
と
が
苦

手
な
人
を
、
家
庭
裁
判
所
が
選

ん
だ
成
年
後
見
人
等
が
、
財
産

管
理
や
法
律
行
為
の
支
援
を
す

る
制
度
で
す
。 

成
年
後
見
概
要
／
任
意
後
見
／
法
定
後

見
／
財
産
管
理
契
約
等
／
相
続
・
遺
産
分

割
／
遺
言
／
贈
与
／
金
銭
（
預
金
）
の
管

理
・
処
分
／
不
動
産
の
管
理
・
処
分
／
悪

徳
商
法
多
重
債
務
／
訴
訟
／
介
護
保
険

／
身
上
監
護
／
身
元
引
受
／
死
後
の
事

務
／
身
の
回
り
の
世
話
な
ど
／
福
祉
制

度
／
親
な
き
あ
と
問
題
／
精
神
・
知
的
障

が
い
に
関
す
る
も
の
／
高
齢
者
・
障
が
い

者
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
／
福
祉
用
具
／
施

設
の
種
類
／
そ
の
他 

予
約
・
問
合
せ
は
、
三
島
市
社
協
へ 

☎
０
５
５(

９
７
２)

３
２
２
１ 

相

談

内

容

（

例

） 
 

「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
」
主
催
の
夏
季
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
事
業
で
、

福
祉
会
館
に
設
置
さ
れ
た
専
用
Ｂ
Ｏ
Ｘ
に
は
、
上
記
の
と
お
り
、
た
く
さ

ん
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

8/1～ 

8/31 
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地
域
住
民
が
つ
く
る
交
流
の
場
「
居
場
所
・
サ
ロ
ン
」 

「
居
場
所
・
サ
ロ
ン
」
と
は
、
地
域
住
民
が
主
体
と
な

っ
て
運
営
す
る
「
誰
も
が
気
軽
に
集
え
る
交
流
の
場
」
で

す
。
交
流
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
人
と
人
と
が

出
会
い
、
何
気
な
い
会
話
な
ど
か
ら
気
に
か
け
合
う
関
係

を
生
み
、
助
け
合
い
へ
発
展
し
て
い
く
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
運
営
も
利
用
も
住
民
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
住

民
同
士
の
絆
が
深
ま
り
、
共
感
・
地
域
愛
を
経
て
、
安
全
・

安
心
な
地
域
づ
く
り
へ
発
展
し
て
い
く
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、「
居
場
所
・
サ
ロ
ン
」
は
、
交
流

の
場
の
先
に
、
地
域
に
お
け
る
互
助
の
振
興
を
目
標
と
し

て
い
る
点
が
特
長
で
す
。 

近
年
、
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
と
と
も
に
、
個
人

の
価
値
観
が
多
様
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
つ
な
が

り
の
希
薄
化
が
進
み
、
住
民
間
で
の
親
し
い
付
き
合
い
や

助
け
合
い
と
い
う
、
家
族
や
地
域
で
相
互
に
支
え
合
う
機

能
が
失
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
「
無
縁
社
会
」

と
い
う
言
葉
も
生
ま
れ
、
各
地
で
孤
立
や
孤
独
死
な
ど
の

問
題
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
年

齢
に
関
係
な
く
誰
に
も
人
と
の
つ
な
が
り
、
あ
た
た
か
い

ふ
れ
あ
い
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
現
在
、
全
国
各
地
を
は

じ
め
、
三
島
市
内
に
お
い
て
も
「
居
場
所
・
サ
ロ
ン
」
活

動
が
盛
ん
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
は

様
々
で
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、

手
芸
や
折
り
紙
、
囲
碁
・
将
棋
や
麻
雀
な
ど
の
趣
味
活
動
、

体
操
や
軽
い
運
動
な
ど
の
健
康
づ
く
り
な
ど
、
自
由
な
発

想
に
よ
る
特
色
・
魅
力
の
あ
る
「
居
場
所
・
サ
ロ
ン
」
ば

か
り
で
す
。 

三
島
市
社
協
で
は
、
平
成
28
年
度
よ
り
生
活
支
援
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
地
域
支
え
合
い
推
進
員
）
を
５
名
配

置
し
、
市
内
の
「
居
場
所
・
サ
ロ
ン
」
活
動
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
皆
様
の
お
住
ま
い
の
地
域
で
、「
居
場
所
等
を

立
ち
上
げ
た
い
が
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」

な
ど
の
相
談
、
企
画
、
運
営
、
継
続
に
係
る
悩
み
等
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

☎
０
５
５
（
９
７
２
）
３
２
２
１ 

居場所・サロン

いろいろな人とお茶を飲み
ながらおしゃべりできる、
身近な居場所づくり

見守り

支援が必要になると思
われる、気になる人の
見守り活動

生活支援

日常生活のちょっと
した困りごとを手助
けする活動

い 

ろ 

は 

住民福祉活動のいろは 
<サロン・見守り・助け合い>発展プロセス 

「居場所・サロン」登録箇所一覧（H30.8.31現在） 

旧市内 

地区 

ちょっくらカフェ／シャルマンカフェ／サロン大宮／さく

らサロン／南二日町サロン／コミュニティカフェ“悠遊”

／ひなたぼっこの会／にこにこ会／子ども食堂「日の出食

堂」／みんなのえがお おたまちゃん食堂 

北上 

地区 

サロン遊友／木曜サロン／歩歩笑サロン／ほっとカフェ／

介護予防カトレア体操／たまりばかど／コミュニティスペ

ースジモット／芙蓉台居場所／居場所 101 

錦田 

地区 

交流喫茶なみき／Welcomeサロン三恵台／すずめの会／旭

ヶ丘なかよし体操・旭ヶ丘カフェ／初音台夏すみれの会／

玉沢健康体操弥生／喜楽会／すこやかサロン／中・福祉会

健幸サロン／子育て学習サポート寺子屋／ひだまりの会 

中郷 

地区 

コミュニティカフェ安久／東大場図書館＆喫茶／山のサロ

ン／コミュニティカフェ“花笑み”／サロン松本 

※上記以外の地域でも始まっています。 

 

 

子ども食堂や子どもの居場所を立ち上

げたい、活動の幅を広げたいとお考えの個

人・団体等に、居場所を立ち上げている実

践者がアドバイスをさせていただきます。 

費用：無料 

申込方法：静岡県社会福祉協議会ホームペ

ージ（http://www.shizuoka-wel.jp/）から

所定の申込用紙をダウンロードし、ＦＡＸ

してください。 

問合せ・申込先：静岡県社会福祉協議会 

☎054-254-5224 FAX054-251-7508 
 

まずは、お気軽にお問い合わせください 

http://www.shizuoka-wel.jp/
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この広報紙は、赤い羽根共同募金の助成を受けて発行しています。 

 

  

主催：要約筆記サークル「ＯＨＰみしま」 

聞こえの個別相談会 
 

こんなことありませんか？ 

・聞き間違いが多い 

・家族や周りの人とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝがとりにくい 

・テレビの音が大きいと言われる 

・集まりに出たいが聞こえないのでためらってしまう 

・後ろから呼ばれても気がつかない 

・補聴器について詳しく知りたい 

・聞こえない人にどう接すればよいか 

 

 

 

 

 

 

とき／10月 25日（木）13：00～16：00 ※相談は、1人

1 時間ほど。予備日もあります。 

ところ／三島市社会福祉会館  相談無料 

相談員／公益財団法人ﾃｸﾉｴｲﾄﾞ協会補聴器協議会委員 佐野昇 氏 

問合せ・申込み／ＯＨＰみしまへ（担当：西井さん） 

携帯：090-7850-1887 FAX：055-975-7737  

その他／要約筆記サークル「ＯＨＰみしま」は、聞こえ

にくい人への文字通訳『要約筆記』を広める活動をして

います。 

お し ら せ ／ ぼ し ゅ う ／ ご あ ん な い 

平成 30年度 社会福祉大会 

永年にわたり社会福祉事業にご尽力された方々の功績を称え、「社会福

祉功労者」として表彰させていただくとともに、「共に支え合う健康・福

祉のまちづくり」の実現に向け、社会福祉大会を開催します。民生委員・

児童委員や保護司をはじめ、社会福祉施設役職員、ボランティアグルー

プなどの方々が表彰されます。どなたでもご来場いただけます。 

とき／平成 30年 10月 18日（木）13：00～15：30 （開場 12：30） 

ところ／三島市民文化会館小ホール 

内容／表彰、記念講演ほか  定員／335名（入場無料） 

問合せ／三島市社会福祉協議会 ☎055-972-3221 

その他／駐車場のご用意ができません。車の方は、お近くの有料駐車場

をご利用下さい。 

講師：終活ジャーナリスト 

ﾗｲﾌ・ﾀｰﾐﾅﾙ・ﾈｯﾄﾜｰｸ代表  

金子稚子 氏 

演題：家で死ぬということ 

～家での看取りは怖くない～ 

聞こえのことなんでも

ご相談ください。分かり

にくいときは書いて伝

えますので安心してお

出かけください。 

 

ご利用ください 

福祉車両・車椅子の貸し出し 
 

三島市社協では、外出困難な高齢者や障がい者

等の生活圏拡大と社会参加を支援すること及び

体力維持向上、交流、親睦を支援し日常生活の向

上を図ることを目的に福祉車両（車椅子のまま乗

降できる車両）及び車椅子の貸出をしておりま

す。通院、入退院、外出等でお困りの際は是非、

ご利用ください。 

 

・福祉車両のｶﾞｿﾘﾝ代は利用者負担となります。 

・車椅子の貸出期間は最長１ヶ月となりますがご

相談ください。 

・初めてご利用される方は、お電話にてご相談く

ださい。（☎055-972-3221） 

・貸出は無料ですが、社会福祉協議会賛助会員の

ご協力のお願いをさせていただいております。

（年会費＜4月～翌年3月＞１口／1,000円） 

 

 

 

 

 

 

        子ども用車椅子もあります 


